
令和６年度 信濃教育会全県研究大会  飯田市立千代小学校 開催要項 

 

 個人研究者  藤原 槙吾教諭  

研究テーマ 

｢子どもが夢中になる授業｣  ～ 一人ひとりに合った授業スタイルを目指して ～ 

 

１ 期日  令和６年 １１月 １５日（金） 

 

２ 場所  飯田市立千代小学校 

 

３ 共同研究者  森下 孟 准教授 （信州大学 教育学部） 

 

４ 日 程 

（１）受付（昇降口前）  １３：００～１３：１５ 

 

（２）開会式（ 体育館 ）１３：１５～１３：２５ 

   ・主催者挨拶 信濃教育会 研究調査部 部長 和田 敦 様 

   ・学校長挨拶 飯田市立千代小学校 校長   北原 勉 

・授業説明  飯田市立千代小学校 研究主任 牧内 喜和 

 

（３）授業公開（ 視聴覚室 ）１３：３０～１４：１５ 

   ・算数 単元名「面積」 

   ・５年生 男子５名 女子１名 計６名   授業者 藤原 槙吾 

 

（４）授業研究会（ 体育館 ） １４：２５～１５：２５ 

 

（５）共同研究者 森下 孟 准教授によるワークショップ（ 体育館 ） 

               １５：３０～１６：３０ 

 

（６）閉会式 （ 体育館 ）  １６：３０～１６：４０ 

   ・学校長挨拶 飯田市立千代小学校 校長 北原 勉      

                              

※ 上履きをご持参いただきますようお願いいたします。 

飯田市立千代小学校 

教頭 松島 直美 

電話 0265-59-2102 



                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〒３９９－２２２２ 

飯田市千代３１６６－２ 

電話（０２６５）５９－２１０２ 

千代小学校までの交通 

 

千代小学校 

来賓駐車場 

赤線部分 

駐車スペース 

県道 米川・駄科停車場線 

飯田市 下久堅 

水神橋方面 

 

天龍峡ＩＣ 

(三遠南信自動車道) 

龍江方面 

千代ＩＣ 

（三遠南信自動車道）  

千栄小学校方面 

お気をつけて、お越しください。 

Ｔ字路 

千代小学校の表示を左へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓入口 

狭いので対向車注意。 

参加者の皆様は 

校庭の正門から 

お入りいただき、

校庭周辺に駐車 

ください。 
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研究の歩み 

１．テーマ  

 「子どもが夢中になる授業」 ～1 人 1 人に合った学習スタイルを目指して～ 

 

２．テーマ設定の理由  

 昨年度、算数学習に「学習ガイド」を活用した。学習ガイドを使った学習では、子どもが

司会役となり学習を進めていく主体的な姿や気軽に意見を交流し合う協動的な姿が見られた。

また、これまで行ってきた一斉授業のスタイルでも構造的な授業の流れがあり、グループで聞

き合うなど協動的な学びが見られた。しかし、一人ひとりの学び（個の学び）を考えたときに、

個の学び方や考えを深めていく過程には違いがあるのではないかと考えるようになった。中央

教育審議会から出された答申「令和の日本型学校教育の構築を目指して」の中で個別最適な学

びが重視されていたこともあり、一つの手立てとして自由進度学習に取り組むことにした。自

由進度と聞くと、単元を通した学習や複数教科同時進行の学習をイメージし、「自己調整力」を

目的にすることが多い。 

しかし、子どもの実態を踏まえ、本学級では１時間ごとの個別学習に取り組み、学びの進度

や学び方など自分に合った学び方で追究する。また、個の学習を深める手立てとして「ALACT

（アラクト）モデルを活用した振り返り」を行い、自分の学びをより客観的に見つめ、深めら

れるようにする。課題として、個別学習を進める中で教師の役割があるのではないかと考えた。

私は、ついつい声をかけたり、やり方を教えてしまったりしてしまうが、子ども達の応援者と

して学習を見守りながらそれぞれのつまずきを把握することが必要ではないかと考え、教師の

居方についても考えていきたい。 

 

３．研究内容  

（１）子どもの胸の内に迫る 

「個別学習をするならまずプリント作り」で始まった実践。教科書を見ながら進められるよ

うに作成したプリントを子ども達に配付し、授業の進め方を確認した。ルールは簡単「教科書

（デジタル教科書も可）を見ながら個人で進めよう」「困ったら友達に聞いても良い」この２つ

だけである。授業が始まると、教科書を見ながら進める子どもが多かったが、なかには教科書

を全く使用しない子どももいた。 

 

授業が始まってすぐに課題は見られた。植

木鉢の数と全体の高さをグラフにまとめ、比

例の関係を捉える場面である。植木鉢は、

11cm あるが重ねると植木鉢は上部のふちの

部分だけ高くなっているのだ。A 児、B 児は、

１１・２２・３３・４４・５５と書き、その

後教科書を見て１１・１４・１７・２０と書き

換えた。書き換えたのを見て、私は、「どうして植木鉢の数が２個だと１４ｃｍになるの？」と

聞くと答えられなかった。A 児、B 児は教科書をみて写しただけで、意味は理解できていなかっ

た。 

課題はそれだけではなかった。この時間の子ども達は、個別学習を意識しすぎ、とても静か

だったのである。「わからない」「困った」を言えずにそのまま１時間が終わってしまったので
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ある。 

 私から見えた課題だけではなく、子ども達が個別学習についてどう考えているのか知りたか

ったため、子ども達に個別学習についてアンケートをとった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケート結果から子ども達は、個別学習について肯定的であることがわかった。これまで

の一斉授業では、個人よりも協働を重視し、個人で考える時間は１０分もなかったように思う。

そのため、子ども達は「自分のペース」「自分で考える」という部分に良さを感じたのではない

か。しかし、私からすると課題は感じる。ただ、教科書を写して終わってしまっていて、本当

の理解に繋がっていない。このように子どもと私では本質的に理解させたいものがズレており、

このズレはどのような手立てによって解決できるのだろうか。 

 

このズレを見直すきっかけになった場面がある。一方が２倍、３倍・・・になれば他方も２

倍、３倍・・・になる比例の関係に気づけない C 児がいた。そこで C 児と一緒に表を埋めなが

ら比例の関係になっていることを確認した。私は、教えたことでスッキリした気持ちになって

いたが、C 児は満足していない表情をしていた。なぜあんなにスッキリしない表情だったのだ

ろうかと考えたとき、「子どもは私の一方的な考えを書き写しているだけではないのか。」「あの

とき本当にわからなかったことが解決されていないのではないだろうか。」だとすればどこが

わからなくて、どんな手立てが必要なのか。それを知る手がかりは、授業中の子どもの姿だと

考え、私が授業後のリフレクションを行うようにした。 

リフレクションをするようになってからは、教えなければいけないという考えから子どもの

本質的な悩みを知ろうと考えるようになり、応援者として見守る意識が徐々に強くなっていっ

た。そして、これまで見えていなかった「子ども達がなぜ見通しをもてないのか。」「子ども達

は思考の途中なのか、それとも全くわからないのか。」「わからないのであればどこがわからな

いのか。」といったことから迫っていきたいという願いがうまれた。 

 

※リフレクションについては、当日学校で配付予定。 

 

（２）多様な考えを引き出す 

子どもが夢中になって学習に取り組む姿とはどんな姿なのだろうか。社会科「農業」の単元

で日本の農作物の生産額推移について考える場面で実践を試みた。日本人といえばお米が主食
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というイ 

メージがある。しかし、近年のお米の生産額は 1960 年と比べると半分程度になっている。導入

では、グラフを隠し、その後の米の生産額が「増えるのか」「減るのか」予想した。お米の生産

額が大幅に減っていることを知った子ども達は、どうしてお米がこんなに減っているのか疑問

をもった。そこで「お米の生産額が減った理由」について考えることにした。子ども達は、「人

口減少」「米離れ」「コロナウイルスによる外食離れ」「米農家の高齢化」「コスト問題」など調

べてわかったことをまとめていった。子ども達が調べた内容はどれもお米の生産額が減った一

因にあてはまると考えられた。 

 これまで算数の実践では、「ある程度やり方が決まっているからそれを理解させなくてはい

けない」と教師の独りよがりの考えによって授業が進められてきたように感じる。しかし、社

会科の実践から一つの事象に対していくつもアプローチの仕方があることに気づかされ、算数

においても決まったやり方だけではなく、いくつもアプローチの仕方があるのではないかと考

えさせられた。私は、これまでの経験から「この方法しかない」と自分の小さいものさしで物

事を見ていたことがわかった。私自身が柔軟な考えをもち、凝り固まったモノの見方を変えて

いくことが大切だと感じた。 

 

（３）子どもの多様な試行 

 １学期最後の単元である合同な図形の時間に子

どもが多様な考えで問題を解こうとしている場面

があった。合同な図形のまとめの時間で、これま

で学習した「多角形の作図の条件」や「多角形の

内角の和」をもとに課題に取り組む子ども達だっ

たが、最終問題で全員がつまずいた。教科書の「は

るさん、ゆいさん」の書いた三角形がどうして別

の形になったのか子ども達はわからない。「図を１

回かいてみるか」「さっき図をかいてみたけどわか

らなかったよ」「辺ＢＣを書いた後の順番が違うん

じゃない」「辺ＡＢを先にかくのか、それとも角Ｃを先にはかって書くのか」同じステージ（課

題）に上がった３人の会話がとても面白かったので、様子を見ていた。それでも分からず、授

業時間は残りわずかになり、私が解説をしようとした。すると「ちょっと待って。もう少し考

えたい」「自分で答えを出したい」と思っていた反応ではなかった。「自分達の力で解いてみた

い」「できそうなのに」「もっとやりたい」そんな思いこそ、子どもが問題に夢中になっている

姿ではないだろうか。そんな姿から「子ども達が諦めないで取り組めるのはどうしてだろう」

「どこに面白さを感じているのだろう」「もしかしたら、できそう、やってみたいと思える問題

だからこそ面白さを感じているのでないだろうか」「少しハードルの高い問題の方が夢中にな

って取り組めるかもしれない。」と考えた。そこで、応用問題（ジャンプ問題）を用意した。 

 

（４）見えた子どものつながり 

１学期、夢中になる姿が少し見えてきたため、２学期からホップ、ステップ、ジャンプとい

う３段階構成の学習プリントを用意した。ホップは基本問題、ステップは基本の練習問題、ジ
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ャンプは応用問題とし、子どもがそれぞれ

のペースで学習を進められるようにした。

また、ヒントコーナーを設けて、倍数表（ス

テップ）やジャンプ課題の参考になる資料

を私が用意した。算数が苦手なＤ児やＦ児

は倍数表を見ながら進め、Ｄ児は「これす

ごく分かりやすいよ」と友だちに声をかけ

ていた。ジャンプ問題に関しては、ヒント

を見ながらホワイトボードに考えを書き、

共有していた。ヒントとなる資料を用意す

ることで、「できそう」「やってみようかな」

という子ども達の気持ちを前向きにさせる

ことができた。また、同じ視点で考えたり、同じ課題に取り組んだりしている仲間で集まり、

楽しそうに学びに向かっていた。子ども達は、正解することだけではなく、難しい問題を解こ

うと試行錯誤したり、友と関わりながら解決に近づいたりしている過程を楽しんでいるように

感じた。そして、ヒントとなる資料（手立て）や数理の楽しさをもとに、子どもの繋がりが見

えてくることに気づいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）  ALACT モデルの充実に向けて 

①振り返りの目的とは 

 ㋐自己を見つめる 

等しい分数や通分の意味を知った子ども達が、異分母分数の足し算、引き算の仕方を考える  

場面で、分数の足し算、引き算は分母が同じ数でないと計算できないと子どもが考えた。その

ため、どの子も通分を試し、答えを導き出した。中間の振り返りではやはり、「通分」のことが

書かれており、自分の考えを文章化する場となっていたように思う。 

 

㋑手がかりの獲得 
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異分母分数の足し算、引き算の仕方

を理解した子ども達が、帯分数同士の

足し算、引き算の仕方を考える場面

で、つまずく子どもが多く見られた。

そこで、中間の振り返りを行うと「ど

うして、６分の２１になるのかわから

ない」「もっとやりやすい方法を知り

たい」と前半の自分を振り返ってい

た。それを見て、困っている子どものところへ行き、自分の考えを共有していた。  

 

㋒選択肢の拡大 

帯分数を仮分数に直してから計算している児童がほとんどの中、一人だけ帯分数のまま計算

している子どもがいた。そのため、私が意図的にその振り返りを全体へ共有した。すると前半

の学習で仮分数に直して計算していたＥ児が後半で帯分数のまま計算する方法を試していた。

Ｅ児は、「やっぱりぼくは、仮分数に直してからの方がやりやすい」と呟いた。選択肢を広げ、

試した結果から自分にあったやり方を選んだＧ児は、自分の考えをより深められる 1 時間とな

っていた。 

 

中間の振り返りでは、授業前半で考えたことを整理し、文章化することが目的の軸となる。

そのため、どの子も同じような内容の振り返りで問題はない。しかし、授業前半で困っていた

子どもの場合は、自分の困りを文章化することだけではなく、友だちの振り返りからヒントを

見つけることもできる。また、自分とは異なった考えがあった場合には、自分の選択肢の拡大

になる。このように、中間に振り返りをすることで、見方の広がりや自分の考えにこだわりを

もてるようになるのではないかと考える。 

 

②それぞれに合ったタイミング 

中間の振り返りをするにあたって、イメージしたのは体育の授業である。球技ではよく、

ゲームとゲームの間に作戦タイムをとり、前半の動きや相手の動きから新たな作戦を考え、

後半に生かすことができる。このイメージをもとに振り返りを行ったところ、考えの深まり

が少なかったように感じた。では、どうして考えが深まらなかったのだろうか。体育やこれ

までの一斉授業では、どの子も進度が同じであるが、個別学習においては進度の異なりが見

られる。その視点で考えてみると本当に振り返りが必要なタイミングを過ぎてしまっている

場合やまだ自分の考えが整理されていない場合がある。 

深まりの差が大きい個別学習では、それぞれに合ったタイミングで振り返りをすることが

大切ではないだろうかと考えた。 

 

４．自己課題からの気づき  

（１）教師の居方 

 個別学習に取り組んできたことで、教師の存在や心持ちについて考えるようになった。私

自身これまで子ども達に教えることが教師の役割であり、困っている子が居ればすぐに声を
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かけてきた。しかし、私が教えることで子ども達の悩みは本当に解決されるのだろうか。教

師が「教えなくてはいけない」と思い込んでいるだけではないだろうか。私が思っている以

上に子ども達は、悩みを自分なりに解決しようとしているのである。だとすれば、私は悩み

ながらも解決に向け頑張っている姿を見守り、サポートする存在であるべきだと子ども達の

姿から気づかされた。 

 

（２）ALACT（アラクト）モデル 

 ALACT モデルを活用した振り返り

では、「行為」「行為の振り返り」

「本質的な諸相への気づき」「行為

の選択肢の拡大」「試み」という意

味合いの中、授業前半の個人学習

で考えたことや試したことを振り

返る。振り返ることによって自己

を客観的に見つめ直したり、他者

から学んだりする。そして、後半

で新たな方法を試し、自分の考え

を深めていく。中間の振り返りを

実践する中で、振り返りをするタ

イミングや目的は同じではないこ

とがわかってきた。例えば全員が同じ方法で考えていた場合には、「自分の考えを文章化して

自己を見つめる」、結果に対していくつかの考えがある場合には、「選択肢の拡大」、問題がわ

からない、進まない子どもがいた場合には、「困り感の共有」など毎時間意味合いが変わって

くるので、子どもの様子に合わせた振り返りをする。 

 

（３）Ｆ児の想いに迫る 

ジャンプ問題を実践してから「ジャンプ問

題に挑戦したい」という前向きな姿が見られ

た反面、算数が苦手な子にとっては進度の差

が目に見えてわかるようになってきた。そこ

で、子ども達に２回目の算数アンケートを実

施した。算数のアンケートから見えてきたこ

とは、やはり算数に苦手意識をもったＦ児

は、算数の授業に関して楽しくないと感じて

いた。理由としては、「自分のペースでやれ

ばいいとわかっているけど自分だけ置いてい

かれているような感じがする」ということだ

った。算数が苦手な子にとっては正直な意見

だ。授業中も個人学習が多く、友との関わりが少ないように思う。やはり、Ｆ児のような算

数が苦手だと感じている子でも算数が少しでも楽しくなるような授業作りが必要である。 
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楽しいという意見の中には、「問題が解けたとき」

「みんなと考えを共有しているとき」などがあった。

この意見をもとに、算数が苦手な子でも「算数が楽し

くなった」と思えるような手立てを２つ考えた。 

 

１ どの子でも解ける小テストを実施し、ペース      

がゆっくりであっても自分の力はついてきてい  

ることを感じさせ、自信をもたせる。 

 

２ 同じところでつまずきそうな子と隣同士の席に 

し、同じステージでの困り感を共有できるよう 

にする。 

このような良さからＦ児がより楽しめる授業づくりを今後の一つの課題としていきたい。 

 

また、昨年度取り組んでいた学習リーダーと今年度取り組んでいる個別学習についてのアン

ケートでは、６名全員が「個別学習の方が自分に合った学習」だと感じていた。「自分のペース

でできる」という意見が多く、算数が苦手な子にとっても安心して進められる手立ての一つに

なっていそうである。また、「いつでも友だちに聞きにいける」など自由度もあることがわかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．自己を見つめて  

授業実践、リフレクションを繰り返し行ってきたことで、今まで子ども一人一人の胸の内

に迫ろうとしていなかったことに気づかされた。これまでの私は、「教えなくてはいけない」

と思い込み、事実や方法のみ子ども達に伝えてきた。しかし、一人一人のつまずきは異な

り、それを自分なりに解決しようとしていたのである。そう思えるようになってからは、「こ

の子はきっとここで困っているだろうな。だとしたらこんな手立てが良さそうだな」「あの子

は自分の考えを深めようとしているからそっと見守ろうかな」と、その子に合った支援が思

い浮かぶようになってきた。教えることではなく、今は子どもの仕草や表情から何を考えて

いるのか想像することが楽しみになっている。これからも子どもの一番の理解者として、一

緒に悩み、考えていける教師でありたい。 

 



算数科学習指導案 

日時   令和６年１１月１５日（金） 

授業学級 ５学年 ６名 

授業者  藤原 槙吾 教諭 

授業会場 ５学年教室 
１ 単元名 「面積」 

 

２ 単元の目標 

  三角形や四角形の面積について、その求め方や公式を考えたり、説明したりすることを通して、面積を求め

たり、平面図形の見方・考え方を深めたりするとともに、生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

知識・技能 底辺と高さの意味や公式について理解し、三角形や四角形の面積を求めることができ

る。 

思考・判断・表現 既習の面積の求め方をもとに三角形や平行四辺形などの面積の求め方を考えたり、求積

方法をふりかえって公式を導いたりしている。 

主体的に学習に取り

組む態度 

三角形や平行四辺形などの面積を求める活動に進んで取り組み、ふりかえりを通して面

積の求め方や公式のよさに気づき、生活や学習にいかすとしている。 

 

３ 単元計画 

小単元 時数 学習内容 評価基準 

① 三角形の面

積 

１ ○直角三角形の面積の求め方を考

えることができる。 

知・技 長方形や正方形に帰着させて、直角三

角形の面積を求めることができる。 

２ 〇三角形の面積の求め方をいろい

ろに考えることができる。 

思・判・表 三角形の面積の求め方を考えた

り、説明したりしている。 

３ 〇三角形の面積を求める公式を導

くことができる。 

思・判・表 三角形の面積の求め方をふりかえ

り、求積に必要な長さを見いだし

て考えている。 

知・技 公式を使って、三角形の面積を求める

ことができる。 

② 平行四辺形

の面積 

４ ○平行四辺形の面積の求め方をい

ろいろに考えることができる。 

思・判・表現  面積の求められる図形に帰着

させて、平行四辺形の面積の

求め方を考えたり、説明した

りしている。 

５     

 

○平行四辺形の面積を求める公式

を導くことができる。 

思・判・表 平行四辺形の面積の求め方をふり

かえり、求積に必要な長さを見い

だして考えている。 

知・技 公式を使って、平行四辺形の面積を求

めることができる。 

６ 

 

 

○高さが外にある場合の三角形や

平行四辺形の面積の求め方を考

え、求積公式が適用できることを

理解する。 

思・判・表 高さが外にある場合の面積の求め

方を考えたり、説明したりして

いる。 



７ ○底辺の長さが等しく、高さも等し

い三角形や平行四辺形は、面積も

等しくなることを理解する。 

思・判・表 底辺に対して平行に頂点を動かし

ても、三角形の面積は変わらな

いことに気づいている。 

③ 台形・ひし

形の面積 

８ ○台形の面積の求め方をいろいろ

に考えることができる。 

思・判・表 台形の面積の求め方を考えたり、

説明したりしている。 

９ ○台形の面積を求める公式を導く

ことができる。 

知・技 公式を使って、台形の面積を求めるこ

とができる。 

１０ 〇ひし形の面積の求め方をいろい

ろに考えることができる。 

〇ひし形の面積を求める公式を導

くことができる。 

思・判・表 ひし形の面積の求め方を考えた

り、説明したりしている。 

知・技 公式を使って、ひし形の面積を求める

ことができる。 

練習問題 １１ 〇学習の定着を確認する。  

④面積の求め方

のくふう 

１２ 

本時 

〇多角形の面積を三角形に分割し

て求めることができる。 

思・判・表 多角形も三角形に分割すればその

面積が求められることに気づい

ている。 

⑤面積と比例 １３ 〇三角形の高さや底辺の長さを変

えたときの面積の変わり方を調

べる。 

知・技 三角形の面積は、高さや底辺の長さに

比例することを理解している。 

４ 本時案 

（１） 主眼 

多角形の面積の求め方を考える場面で、対角線をひいて三角形に分割して考えたり、友達の考えを参考に試し

たりすることを通して、既習の面積公式をもとに、多角形の面積を工夫して求めるようとしている。 

 

（２） 本時の展開（第１２時） 

学習活動 予想される子どもの様子 支援・見取り・評価 

前時の確認 

 

学習問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇長さがわからないな。 

〇目盛りがあるから長さがわかるよ。 

〇このままだと面積がわからないから三角形に分けてみ

れば答えを求められそうだ。 

・これまで学習した三角形、四角

形、平行四辺形、台形、ひし形

の面積の求め方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

・多角形の面積をこれまで学習

した三角形などに分割できれ

ば、答えを求められるなど見

通しをもたせる。 

・中間の振り返りで自分の考え

を整理したり、共有したりす

ることを確認する。 



個人学習 

（ホップ） 

 

○教科書を参考にしながら学習を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

〇高さは、必ず直角になるぞ。 

〇どちらの三角形も底辺は同じになるな。 

・底辺、高さがわからない児童に

は、目盛りに着目させる。ま

た、直角をとれる場所に着目

させる。 

・○なと○にの図形を紙で用意し、

線を書き入れて考えられるよ

うにする。 

・あまり声はかけず、個の様子を

見守る。 

・○なの図形に関して、四角形と

見て計算してもよいとする。 

練習問題 

（ステップ） 

 

〇三角形が２つ 

120×70÷2＝4200 

120×55÷２＝3300 

4200＋3300＝7200 

で求められそうだ。 

 

〇一つの式に出来そうだ。 

120×70÷2＋120×55÷２＝7200 

 

 

〇底辺と高さがどこかわからないな。 

〇２つの三角形、両方とも底辺が同じでいいのかな。 

 

 

 

 

 

 

・計算用の白紙を用意しておき、

必要に応じて配布する。 

・協働を促す声かけはしない。子

ども達が相談をしたいタイミ

ングで自由に関われるよう見

守る。 

・式が多いパターンと式が一つ

のパターンを比べて、式が少

ない方がよいことを考えさせ

る。 

・底辺、高さがどこの部分にあた

るのかわからない児童には、

図形を用意して実際に三角形

２つに分けてみる。 

・三角形の公式をいつでも確認

できるようにする。（掲示） 

 

 

 

〇分ける 

9×6÷2＋9×2÷２＝３６ 

で求められそう。 

 

 

 

9×5÷2＋9×3÷2＝３６ 

で求められそう。 

 

・対角線をひくのはプリントで

もよいが、実際の長さを測る

場所は教科書であることをお

さえる。 

・対角線のひき方が２通りある

ことや２つの三角形の共通な

底辺があることを気づかせ

る。 

 

 

 

評価 

 既習の面積公式をもとに、多角形の面積

を工夫して求めようとしている。 

（思・判・表） 

 

中間の振り返り 

 授業開始から１５分の間でそれぞれ振り返りを行う。 

（タイミングは自由） 

 全員の振り返りを３分程度共有する時間を設ける。 



 

 

・対角線がわからない児童には、

説明プリントで確認をして、

対角線ＡＣ、ＢＤどちらでも

よいことを考えさせる。 

 

・底辺、高さがどこの部分にあた

るのかわからない児童には、

図形を用意して実際に三角形

２つに分けてみる。 

 

発展問題 

（ジャンプ） 

 

 

〇三角形と台形に分ける 

5×12÷2＝30 

（11＋6）×12÷2＝102 

30＋102＝132 

で求められそう。 

 

 

〇三角形３つにわける 

 

5×12÷2＝30 

11×12÷2＝66 

6×12÷2＝36 

30＋66＋36＝132 

で求められそう。 

・考えがわかった児童が、友達に

ヒントを出せるようにする。     

（タブレット） 

・取りかかりでつまずいた場合

は、教師がヒントを出す。また

は、子どもと一緒に考える。 

・本時は、三角形２つにわけて考

えたが、三角形以外の分割も

あることをおさえる。 

終末 

振り返り 

○複雑な形をしている面積は、対角線をひいて三角形や台

形などにわけて考えると面積を求めることができると

わかった。 

・タブレットで振り返りが出来

るように準備する。 

○授業を見て、教えていただきたいところ 

 ・教師の声かけや支援は、子ども達の主体的な学びにつながっていたか。子どもの姿で教えていただきたい。 

 ・ALACT（アラクト）モデルを取り入れた学習によって、子ども達は考えを整理したり、共有したりしながら

考えを深めることにつながっていたか。子どもの姿で教えていただきたい。 

 ・個人学習や協働学習の中で、子どもの夢中になっていた姿があるとすればどんな姿だったのか教えていただ

きたい。 

 

 


